
- 87 - 

令和６年大崎上島町議会（第３回）定例会会議録（第２号） 

 

１ 令和６年９月１１日大崎上島町議会定例会が大崎上島町役場に招集された。 

２ 出席した議員は次のとおりである。        

   １番  閑 田 大 祐             ２番  森 若   厳 

   ３番  渡 辺 年 範             ４番  浜 田 幸 造 

   ５番  尾 尻 康 二             ６番  進 藤 雅 通 

   ７番  水 橋 直 行             ８番  森   ル イ 

   ９番  上 青 木  至            １０番  信 谷 俊 樹 

３ 欠席した議員は次のとおりである。 

   欠席なし 

４ 会議録署名議員は次のとおりである。 

   ８番  森   ル イ             ９番  上 青 木  至 

５ 職務のため会議に出席した職員は次のとおりである。 

   議会事務局長  宮 地 丈 彦     書    記  岡 田 愛 子 

６ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者は次のとおりである。 

   町    長  谷 川 正 芳     副  町  長  小 田   博 

   教  育  長  佐々木 智 彦     総 務 課 長  坂 田   誠 

   企 画 課 長  竹 下 良 二     税 務 課 長  平 道 龍 二 

   住 民 課 長  亀 井 成 美     会 計 課 長  岡 田 貴 美 

   福 祉 課 長  川 野 義 彦     保健衛生課長  川 本 亮 之 

   地域経営課長  三 村 竜 也     建 設 課 長  藤 原 通 伸 

   下水道課長  下 川   昇     教 育 課 長  山 本 秀 樹 

７ 議事日程及び付議事件は次のとおりである。        

  第 １ 報告第 ７号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報

告書について 

  第 ２ 報告第 ８号 債権の放棄について 

  第 ３ 議案第５２号 広島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

  第 ４ 議案第５３号 大崎上島町情報公開条例の一部を改正する条例について 

  第 ５ 議案第５４号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
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に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部

を改正する条例について 

  第 ６ 議案第５５号 大崎上島町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

  第 ７ 議案第５６号 大崎上島町営住宅条例の一部を改正する条例について 

  第 ８ 議案第５７号 令和６年度大崎上島町一般会計補正予算（第３号） 

  第 ９ 議案第５８号 令和６年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号） 

  第１０ 議案第５９号 令和６年度大崎上島町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号） 

  第１１ 議案第６０号 令和６年度大崎上島町後期高齢者医療保険事業特別会計補正

予算（第１号） 

  第１２ 議案第６１号 令和６年度大崎上島町港湾管理特別会計補正予算（第１号） 

  第１３ 議案第６２号 令和６年度大崎上島町漁港管理特別会計補正予算（第１号） 

  第１４ 議案第６３号 令和６年度大崎上島町交通事業特別会計補正予算（第１号） 

  第１５ 議案第６４号 令和６年度大崎上島町下水道事業会計補正予算（第１号） 

  第１６ 認定第 １号 令和５年度大崎上島町一般会計歳入歳出決算認定について 

  第１７ 認定第 ２号 令和５年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

  第１８ 認定第 ３号 令和５年度大崎上島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

  第１９ 認定第 ４号 令和５年度大崎上島町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 

  第２０ 認定第 ５号 令和５年度大崎上島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

  第２１ 認定第 ６号 令和５年度大崎上島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

  第２２ 認定第 ７号 令和５年度大崎上島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

  第２３ 認定第 ８号 令和５年度大崎上島町港湾管理特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 
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  第２４ 認定第 ９号 令和５年度大崎上島町漁港管理特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

  第２５ 認定第１０号 令和５年度大崎上島町交通事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

  第２６ 認定第１１号 令和５年度大崎上島町干拓地管理特別会計歳入歳出決算認定

について 

  第２７        決算特別委員会の設置について 

８ 会議の経過は次のとおりである。 

            午前９時００分 開議 

○議長（信谷俊樹君） おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元にお配りしたとおりです。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１、報告第７号令和５年度決算に基づく健全化判断比率及

び資金不足比率報告書についてを議題といたします。 

 提出者より報告の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 報告第７号令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足

比率報告書についてご説明申し上げます。 

 本報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、令

和５年度の健全化判断比率について、監査委員の意見をつけて議会に報告するものです。 

 報告書の１ページをご覧ください。 

 令和５年度健全化判断比率報告書の総括表でございます。 

 健全化判断比率には、区分欄のとおり、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費

比率、将来負担比率の４指標がございます。実質赤字比率、連結実質赤字比率の２指標

は、一般会計等の実質収支が黒字のため、該当はございません。また、将来負担比率につ

きましても、将来負担額を充当可能財源額等が上回っているため、該当はございません。

実質公債費比率につきましては、比率が１０．７％で、前年度の１０．２％に比べて数値

は増加しましたが、国の定める早期健全化基準の２５．０％と比較いたしましてもおおむ

ね良好な数値にあると認識をいたしております。 

 しかしながら、どの指標も標準財政規模に対する割合で示しており、算出数値としての
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経常一般財源には町税や普通地方交付税が大きな割合を占めているため、国の経済状況や

制度改正等により大きく左右されることとなります。今後も、収入の確保に努めるととも

に、経費の節減、業務の効率化を図り、採算性の向上を目指した事業運営を行う必要がご

ざいます。将来にわたり、その点について十分留意し、より一層の健全な財政運営に努め

てまいります。 

 次に、報告書の６ページ、令和５年度資金不足比率でございますが、資金不足が生じた

公営企業はないため、該当はございません。 

 以上でございます。 

○議長（信谷俊樹君） これで報告の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第２、報告第８号債権の放棄についてを議題といたします。 

 提出者より報告の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 報告第８号債権の放棄について説明を申し上げます。 

 本報告は、大崎上島町債権管理条例第１３条第１項の規定により町の債権を放棄いたし

ましたので、同条第２項の規定により議会に報告するものでございます。 

 放棄した債権の内容といたしましては、債権の名称は生活保護法第６３条の規定による

返還金で、債務者は１人、放棄した債権の金額は４万７，７１９円、件数は１件でござい

ます。 

 放棄した主な理由は、債務者の死亡によるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（信谷俊樹君） これで報告の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 
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○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第３、議案第５２号広島県後期高齢者医療広域連合規約の変

更についてを議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５２号広島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和５年６月９日に公布された、行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施行日が令和６年１２月２日と定

められたことに伴い、広島県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更を行うものでござい

ます。 

 主な改正内容は、被保険者証の廃止に伴い、広島県後期高齢者医療広域連合規約別表第

１中、「被保険者証及び被保険者資格証明書」を「資格確認書等」に改めるものです。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５２号広島県後期高齢者医療広域連合規約の変更についてを採決いたし

ます。 

 お諮りします。 
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 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５２号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第４、議案第５３号大崎上島町情報公開条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５３号大崎上島町情報公開条例の一部を改正する条例につ

いて提案説明を申し上げます。 

 大崎上島町情報公開審査会が諮問をした実施機関から独立した第三者性を有する機関と

して公正かつ的確な判断を行うことができるようにするため、実効性のある審理を進める

上で必要な審査会の調査権限を明確に規定するなど、審査会の調査審議の手続に関し、所

要の改正を行うものです。 

 なお、施行期日は公布の日としております。 

 詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。慎重審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 大崎上島町情報公開条例の一部を改正する条例について説明

いたします。 

 主な改正の内容として５点ございますが、１点目は審査会の調査権限です。審査会の調

査権限として、インカメラ審査及びボーン・インデックス手法について明記します。イン

カメラ審査とは、実施機関に審査請求のあった決定に関わる公文書を提示させ、審査会委

員が実際に当該公文書を見て審査をすることです。ボーン・インデックス手法とは、非公

開とされた部分と当該部分に適用された非公開情報の規定及びその理由等を審査会の指定

する方法により分類または整理した資料について諮問実施機関に作成を求めることです。 

 ２点目は、意見の陳述です。審査請求人等に弁明、反論の機会を保障するため、審査会

がその必要がないと認める場合を除き、口頭で意見を述べる機会を与えることを定めま

す。 

 ３点目は、意見書等の提出です。審査請求人等の権利利益を保護するため、審査会に対
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し、意見書または資料を提出することができることを定めます。 

 ４点目は、提出資料等の閲覧です。審査請求人等から審査会に提出された意見書または

資料の閲覧等を求めることができることを定めます。 

 ５点目は、答申書の送付等です。審査会としての説明責務を果たす観点から、答申書の

写しを審査請求人及び参加人に送付するとともに、答申の内容を公表することを定めま

す。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） どの程度のものまでなのか。例えば、メモ書きのようなものも資

料に該当するのか。これは以前、国会のほうで有名なモリカケ問題ですか、あのときに官

僚のメモ書きのようなものまでが資料として要求されたりとか、そんなことがあったんで

すけども、本来内部で決裁の取れてないような資料というのは資料に該当しないのではな

いかと思うんですけど、うちはそれをどこまで適用するつもりでしょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） メモ書きの資料も一応資料としては該当すると思うんですけ

れども、例えばテープ起こしのテープを取ったものとかも資料に該当すると思いますけれ

ども、それを開示するかどうかというのは、開示できるものなのかどうかというものは審

査会において審議してもらうと思います。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） ありがとうございます。 

 じゃあ、次なんですけども、最近その情報公開請求が非常に増えてきているということ

で今回の条例改正になるんだろうと思うんですけども、審査会を開催しなければならない

ような事案といいますか、情報公開請求の事案があったんでしょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 今回、審査会を２回開催しております。主な諮問の、２回開

催したものについては２件の諮問についてですけれども、今回、今年度７２件の開示請求

がございました。そのうち、今審査請求が約１０件ぐらい出てるんですけども、まだ審査



- 94 - 

会までは行ってないような状況にございます。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） ７２件。これは全体でですか、情報公開請求。何かすごい数なん

ですけど、嫌がらせか何か受けてるんですか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 正当な開示請求書に基づいて行っておりますので、行政とし

ては真摯に回答しております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 渡辺議員。 

○３番（渡辺年範君） 関連するんですけども、公開される文書というのは公文書に限る

のかどうか。公文書の定義もなかなか難しいと思うんですけども、先ほどメモ程度でも公

開するかどうかそのときによって判断しますという話なんだけども、基本的には公開条例

で公開するのは公文書だけなんですか。その辺は認識しておりますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 基本的に公文書が大多数を占めると思いますけれども、また

個人情報が入っているもの等は黒塗りで消させていただいているような状況でございま

す。 

 住民の方が開示を求めてるものに対してなるべく回答できるようにやっていきたいと思

っていますので、ここまで出してもいいものかどうかっていうところは、先ほども申しま

したけども、審査会のほうで審議させていただいて、そこも出してもいいんじゃないかと

か、また町長から口頭であったものをメモ書きではないですけども、自分で担当者が書い

ていたもの等も証拠になるのかどうかっていうのは審査会のほうで決めさせていただきた

いと思っております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 渡辺議員。 

○３番（渡辺年範君） 今の結論からいえば、公開するかどうかは全て審査会に付託し

て、審査会にお任せしますという感覚でいいんですか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 審査会に出していない開示請求があったものもありますの
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で、それは担当者のほうで公文書になるものを黒塗りで出してるものもありますので、悩

むようなもの、諮問があったようなものに対しては審査会のほうで判断を委ねているよう

な部分もあります。 

○議長（信谷俊樹君） 渡辺議員。 

○３番（渡辺年範君） 国会で高市早苗さんのときの、総務相のときの文書の問題が大問

題になったんで、その辺に関してどこまでが公文書で公文書ゆうのがかなり問題になった

んで聞いてみただけなんで。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５３号大崎上島町情報公開条例の一部を改正する条例についてを採決い

たします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５３号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第５、議案第５４号行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５４号行政手続における特定の個人を識別するための番号
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の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例につい

て提案説明を申し上げます。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正する法律が公布され、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の一部が改正されたことに伴い、規定の整備を行うものです。 

 なお、施行期日は公布の日としております。 

 詳細につきましては担当課長より説明申し上げます。慎重審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について説明い

たします。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改

正により、各種行政手続の際に住民が提出する書類を省略可能とする等のために行う他機

関との情報連携について定められた同法別表第２が廃止され、当該事項が主務省令で規定

されたことに伴い、条例法別表第２に関する規定について字句の置き換えを行うもので

す。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５４号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関
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する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例についてを採決いた

します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５４号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第６、議案第５５号大崎上島町国民健康保険条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５５号大崎上島町国民健康保険条例の一部改正について提

案説明を申し上げます。 

 本案は、令和５年６月９日に公布された行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施行日が令和６年１２月２日と定め

られたことに伴い、大崎上島町国民健康保険条例について所要の改正を行うものでござい

ます。 

 主な改正内容は、国民健康保険法第１２７条第１項第１号から被保険者証の返還に応じ

ない者に対する１０万円以下の過料の規定が削られることに鑑み、関係規定の一部を削除

するものでございます。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） これは過料の請求が削られるということなんですけど、具体的に

どういうことなのか、中身を教えてもらえますか。 

○議長（信谷俊樹君） 保健衛生課長。 

○保健衛生課長（川本亮之君） 閑田議員の質問にお答えをいたします。 

 現行の法律では、国民健康保険法第１２７条に保険証を返還しない、応じない者に対し



- 98 - 

まして１０万円以下の過料ということでございますけれども、このたび保険証が廃止にな

りましてマイナンバーカード等で対応になります。その際にマイナンバーカードを持って

ない方に対しては資格確認書を配るんですけれども、こちらに関して、資格確認書につい

てはマイナンバーカードを持ってない方に配る予定になっています。仮に、その資格確認

書をうちが返却してくださいということに対して返却しない場合については、国民健康保

険法ではいわゆる罰則を設定しないと、規則でこれから対応していくということを聞いて

おりますので。 

 まだその内容については国のほうが示しをしてないので、国のほうが罰則等を、規則を

定めて、それに準じて町も規則においてその罰則を設定していきたいと思っております。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） ありがとうございます。今回の個人番号カード、マイナンバーカ

ードに保険証が切り替えられるというのはマイナンバーカードの利用促進という面もある

反面で、従来の保険証の不正利用の防止という観点もあったと思うんです。 

 マイナンバーカード、マイナ保険証の運用はまだ始まってないですよね。その段階で先

に条例だけ削ってしまうっていうのはどうなんかなと。その運用が始まってからでこれは

いいんじゃないかなと思うんですけど、どうなんでしょう。 

○議長（信谷俊樹君） 保健衛生課長。 

○保健衛生課長（川本亮之君） こちらにつきましては、国の法律も改正に伴いまして、

まず先行して国が削る部分について町も準じて削っていくと。またあわせて、罰則等につ

いては、規則をもうしばらくで国のほうが提示してくると思いますけれども、そちらに準

じて、国に従って罰則のほうについても町が規則で定めるというような方向性で今考えて

おります。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） 趣旨は分かるんですけども、それは即時対応していかなきゃいけ

ないものなのか。後追いででも、例えば次の定例会のところででもいいんじゃないかなと

思ったりしたんですけど。というのが、結局、不正利用の温床になっているからきちっと

しましょうって言ってるところに抜け穴的なものをもう一遍つくってしまうっていうのも

どうなんかなと思うんですけどね。 

○議長（信谷俊樹君） 保健衛生課長。 

○保健衛生課長（川本亮之君） こちらの法律につきましては令和６年１２月２日に施行
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が決まりましたので、今回９月定例議会のほうであらかじめ条例の改正をお願いしたとこ

ろでございます。 

○議長（信谷俊樹君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５５号大崎上島町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを採

決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５５号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第７、議案第５６号大崎上島町営住宅条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５６号大崎上島町営住宅条例の一部を改正する条例につい

て提案説明を申し上げます。 

 本案は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整

備に関する法律が公布され、公営住宅法の一部が改正されたことにより、公営住宅の入居

収入基準については事業主体が条例で定めることとなったため、所要の改正を行うもので

ございます。 

 改正内容は、第６条第１項中、「ある者」の次に「として規則で定める者」を加え、

「にあっては第３号」を「でその災害の発生した日から起算して３年を経過していないも
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の又は福島復興再生特別措置法（平成２４年法律第２５号）第３９条に規定する居住制限

者にあっては第３号及び第４号」に改め、同項第１号中、「第１４条において同じ」を

「以下「同居親族」という」に改め、同項第２号を「その者の収入がア又はイに掲げる場

合に応じ、それぞれア又はイに定める金額を超えないこと。ア 入居者又は同居者が身体

障害者であって規定で定める者である場合 その他規則で定める場合 令第６条第１項に

規定する金額以下で、町長が定める金額 イ アに掲げる場合以外の場合 令第６条第２

項に規定する金額以下で、町長が定める金額」に改め、第６条第２項、第３項を削り、第

１３条中、「同居した親族」を「同居親族」に改める。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５６号大崎上島町営住宅条例の一部を改正する条例についてを採決いた

します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５６号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第８、議案第５７号令和６年度大崎上島町一般会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 
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 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５７号令和６年度大崎上島町一般会計補正予算（第３号）

について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町一般会計予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３，３３４

万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億７，５１６万

４，０００円と定めるものです。 

 補正予算の主な内容は、職員の配置替え等に伴う人件費の調整、定額減税調整給付金に

要する事業費について追加計上を行うとともに、その他事業の執行に伴い予算の補正が必

要となった事業等について所要の補正を行うものです。 

 第２表債務負担行為の補正では、人事給与関連システム導入・運用事業の追加を、第３

表地方債補正では事業費等の補正に伴い、起債の限度額について補正を行っております。 

 歳入予算では、地方特例交付金、地方交付税、国庫及び県支出金、その他の特定財源を

計上するとともに、繰越金を予算化し、基金繰入金の減額により歳入歳出予算の均衡を図

っております。 

 詳細につきましては総務課長より説明申し上げます。慎重審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） 総務課長。 

○総務課長（坂田 誠君） 補正予算の詳細について説明いたします。 

 予算書の５ページ目をお願いいたします。 

 第２表債務負担行為の補正では、人事給与関連システム導入・運用事業の委託料と利用

料を追加計上しております。 

 ６ページ目をお願いします。 

 第３表地方債補正では、発行額の確定、事業費等の追加に伴い限度額の調整等を行いま

したので、起債の限度額について２事業総額で１８７万７，０００円の増額を行っており

ます。 

 １０ページ目をお願いします。 

 歳入予算ですが、地方特例交付金では交付金の決定に伴い２，２７２万２，０００円の

増額を、地方交付税では交付額の決定に伴い普通交付税２，５０１万８，０００円の減額

を計上しております。 

 次に、国庫支出金ですが、国庫補助金の民生費国庫補助金では子ども・子育て支援事業
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補助金６９２万７，０００円の追加を、１１ページ目をお願いいたします、衛生費国庫補

助金では新型コロナ定期接種ワクチン確保事業補助金２，２０６万１，０００円の追加を

計上しております。 

 次に、県支出金ですが、県負担金の広島県移譲事務交付金では額の決定に伴い土木建築

公共事業移譲交付金１８０万円等の追加を、県補助金の民生費県補助金では地域医療介護

総合確保事業補助金４４７万６，０００円の追加を、繰入金ですが、特別会計繰入金の介

護保険事業特別会計繰入金では令和５年度事業費確定に伴う精算繰戻し分として介護保険

事業特別会計繰入金２，２０７万６，０００円の新たな計上を、基金繰入金では、１２ペ

ージ目をお願いいたします、歳入歳出予算の均衡を図るため財政調整基金繰入金１億４３

６万８，０００円の減額を計上しております。 

 次に、繰越金ですが、前年度からの繰越額の確定に伴い、歳入額と予算計上済額との差

額１億８，０２３万円を追加計上しております。 

 次に、町債ですが、総務債では発行可能額の確定に伴い臨時財政対策債８２万３，００

０円の減額を、土木債の都市計画債では下水道整備事業補助金２７０万円を追加計上して

おります。 

 １３ページ目をお願いいたします。 

 歳出予算ですが、会計全体にわたり人事異動確定等に伴う人件費の補正を行っておりま

す。 

 総務費では、総務管理費の企画費に、１４ページ目をお願いいたします、第５次ＬＧＷ

ＡＮアクセス回線提供料として情報化推進事業費に２０４万８，０００円を、地域活性化

起業人派遣費用としてＤＸ推進事業に５６０万円の追加を、基金では財政調整基金積立金

９，１００万円の追加計上をしております。 

 １５ページ目をお願いいたします。 

 民生費では、社会福祉費の社会福祉総務費に定額減税し切れないと見込まれる所得水準

の方への給付見込額の確定により定額減税調整給付金に４，５３８万９，０００円の追加

を、障害者福祉費では放課後等デイサービス管理運営費に３７５万２，０００円の追加

を、前年度の給付費負担金精算に伴う返還金として介護給付訓練等給付費に２０６万２，

０００円の追加を、１６ページ目をお願いいたします、高齢者福祉費では介護等職員の宿

舎施設整備事業費増額分として地域医療介護総合確保事業に４４７万６，０００円の追加

を、シルバー人材センター事業開始に伴う準備費用としてシルバー人材センター事業に４
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９６万円を追加計上しております。 

 １７ページ目をお願いいたします。 

 後期高齢者医療費では、前年度後期高齢者療養給付費の確定に伴う追加請求分として療

養給付費負担金３９４万６，０００円の追加等を、児童福祉費の児童福祉総務費に前年度

の子ども・子育て支援交付金精算に伴う返還金として児童福祉諸費に１３３万円の追加計

上をしております。 

 １８ページ目をお願いいたします。 

 衛生費では、保健衛生費の予防費に新型コロナウイルス予防接種委託料の増額分とし

て、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業に１，７２６万２，０００円の追加を

計上しております。 

 ２０ページ目をお願いいたします。 

 土木費では、道路橋梁費の、２１ページ目をお願いいたします、道路維持費に移譲交付

金の交付決定に伴い県道維持管理費に１６０万円の追加を、消防費では消防費の消防防災

施設費に防災行政無線屋外子局移設工事として防災無線等維持管理費に３４６万５，００

０円の追加を計上しております。 

 ２２ページ目をお願いいたします。 

 教育費では、社会教育費の社会教育総務費に放課後子ども教室入退室管理システム導入

のため、放課後子どもプラン推進費２０万８，０００円を新たに計上しております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質問は一問一答方式とし、質問数の制限はありませんが、同一質問の回数は３回までと

します。 

 それでは、質問される方はページ数、款項目節を言って質問してください。 

 閑田議員はいいんですね。 

 ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 
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 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５７号令和６年度大崎上島町一般会計補正予算（第３号）を採決いたし

ます。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５７号は原案のとおり

決定されました。 

 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） 喉がしんどそうなんで、休憩を取ってから喉あめでもなめたらど

うですか。 

○議長（信谷俊樹君） もうちょっとだけやらせてください。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第９、議案第５８号令和６年度大崎上島町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５８号令和６年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ３，７９９万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億

１，０３７万３，０００円と定めるものでございます。 

 補正予算の内容は、歳入予算では繰入金５６万２，０００円、国庫補助金１万４，００

０円を減額計上、県支出金１６６万１，０００円、繰越金３，６９１万３，０００円を追

加計上し、歳出予算では実績見込み等に伴い、総務費５６万３，０００円の減額計上、保

険給付費１６４万６，０００円、基金積立金３，６９１万５，０００円の追加計上をして

おります。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 
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○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５８号令和６年度大崎上島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５８号は原案のとおり

決定されました。 

 暫時休憩いたします。 

 １０時から再開いたします。 

            午前 ９時４４分 休憩 

            午前１０時００分 再開 

○議長（信谷俊樹君） 休憩を解いて会議を再開いたします。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１０、議案第５９号令和６年度大崎上島町介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第５９号令和６年度大崎上島町介護保険事業特別会計補正予

算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町介護保険事業特別会計予算の総額から歳入歳出それぞれ
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６，５１１万２，０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億１，

４４８万円と定めるものでございます。 

 補正予算の内容は、歳入予算では繰越金６，８０６万円を予算化し、歳出予算では前年

度決算に伴い基金積立金３，３６２万円、国庫支出金等の精算に伴い償還金１，２３６万

７，０００円、一般会計からの繰入金の精算に伴い他会計繰出金２，２０７万６，０００

円の追加等を計上しております。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第５９号令和６年度大崎上島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５９号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１１、議案第６０号令和６年度大崎上島町後期高齢者医療

保険事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第６０号令和６年度大崎上島町後期高齢者医療保険事業特別
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会計補正予算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町後期高齢者医療保険事業特別会計予算の総額に歳入歳出

それぞれ７２万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１，

０８１万４，０００円と定めるものでございます。 

 補正予算の内容は、歳入予算では事務費等繰入金１０３万４，０００円、保険基盤安定

繰入金１００万円を減額計上、前年度繰越金２７４万２，０００円を追加計上し、歳出予

算では県後期高齢者医療広域連合からの通知に基づき広域連合納付金７２万８，０００円

を追加計上しております。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第６０号令和６年度大崎上島町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算

（第１号）を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６０号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１２、議案第６１号令和６年度大崎上島町港湾管理特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 
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 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第６１号令和６年度大崎上島町港湾管理特別会計補正予算

（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町港湾管理特別会計予算の総額に変更はありません。 

 補正予算の内容は、歳入予算では前年度繰越金の確定により、繰越金３４万２，０００

円を増額し、繰入金３４万２，０００円を減額したものです。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第６１号令和６年度大崎上島町港湾管理特別会計補正予算（第１号）を採

決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６１号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１３、議案第６２号令和６年度大崎上島町漁港管理特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第６２号令和６年度大崎上島町漁港管理特別会計補正予算
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（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町漁港管理特別会計予算の総額に変更はありません。 

 補正予算の内容は、歳入予算では前年度繰越金の確定により、繰越金１７万８，０００

円を増額し、繰入金１７万８，０００円を減額したものです。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第６２号令和６年度大崎上島町漁港管理特別会計補正予算（第１号）を採

決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６２号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１４、議案第６３号令和６年度大崎上島町交通事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第６３号令和６年度大崎上島町交通事業特別会計補正予算

（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町交通事業特別会計予算の総額から歳入歳出それぞれ２７



- 110 - 

２万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億６９５万８，０

００円と定めるものでございます。 

 補正予算の内容は、繰入れ予算では繰越金４９万２，０００円を予算化し、県支出金４

０３万円の減額と繰入金８１万４，０００円の増額により歳入歳出予算の均衡を図ってお

ります。 

 歳出予算では、運航費用では船舶職員人件費１６５万２，０００円の減額を、営業費用

では事務職員人件費１０７万２，０００円の減額をそれぞれ計上しております。 

 以上でございます。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） 歳入で離島航路県補助金４０３万円減額、これの理由を教えてく

ださい。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 閑田議員の質問にお答えいたします。 

 この県の予算というのは交通事業特別会計、さざなみの歳入歳出の赤字の補填というこ

とで県から頂いているものでございます。前年度の予定を見て予算化しているものでござ

いますけれども、決定通知を受けたのがこのたびでございまして、その決定通知は予定と

の差が４０３万円あったもので補正させていただいております。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○１番（閑田大祐君） 県が補助金を渋ってきてるということですか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 渋ってきているというのは違います。さざなみの歳入歳出の

金額を見て、国費なり県費を頂いております。 

○１番（閑田大祐君） まあええわ。 

○議長（信谷俊樹君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終結します。 
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 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第６３号令和６年度大崎上島町交通事業特別会計補正予算（第１号）を採

決いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６３号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１５、議案第６４号令和６年度大崎上島町下水道事業会計

補正予算（第１号）を議題といたします。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 議案第６４号令和６年度大崎上島町下水道事業会計補正予算（第

１号）について提案説明を申し上げます。 

 本案は、令和６年度大崎上島町下水道事業会計予算の収益的支出の予定額において、下

水道事業費用を３億８，４４９万４，０００円と定めるものでございます。 

 補正予算の主な内容は、職員１名増に伴う給料等３９５万６，０００円、処理場費に汚

泥運搬業務委託費など８９万４，０００円の追加を計上し、資本的収入では企業債２８０

万円を追加計上し、資本的支出では管路建設改良に工事請負費４４４万５，０００円を、

処理場建設改良費に工事請負費６７９万２，０００円を追加計上しております。 

 以上でございます。慎重審議の上、決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終結します。 

 これより議案第６４号令和６年度大崎上島町下水道事業会計補正予算（第１号）を採決

いたします。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、議案第６４号は原案のとおり

決定されました。 

○議長（信谷俊樹君） お諮りします。 

 日程第１６、認定第１号令和５年度大崎上島町一般会計歳入歳出決算認定についてか

ら、日程第２６、認定第１１号令和５年度大崎上島町干拓地管理特別会計歳入歳出決算認

定についてを一括上程することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。認定第１号から認定第１１号まで一括上程

させていただきます。 

 提出者より提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（谷川正芳君） 認定第１号から認定第１１号、令和５年度大崎上島町一般会計、

特別会計の決算について認定を求めることについて提案説明を申し上げます。 

 本決算認定は、認定第１号から認定第１１号まで、令和５年度一般会計外１０特別会計

の歳入歳出決算について、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づき、監査委員の意見

をつけて議会の認定に付すものです。 

 認定第１号から認定第１１号まで、いずれの会計も実質収支は黒字となっております。

一般会計につきましては、海底光ケーブル整備に伴う地域情報化推進事業や垂水排水機場

改修工事の事業完了等による減額が広島中央環境衛生組合負担金やコミュニティーバス運
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行事業の増額要因を上回ったことにより、歳出決算規模といたしましては総額で前年度と

比較して約１億９，９００万円、２．５％の減額決算となっております。 

 令和５年度は、物価高騰による物件費や道路維持等による維持管理費の一般財源による

経費が増えたことにより、財政調整基金から２億５，０００万円の取崩しを実施しまし

た。財源の不足を多額の繰入金により補わざるを得ない状況になっておりますので、今後

ますます慎重な財政運営を行う必要があると認識いたしております。 

 また、国民健康保険事業、介護保険事業、公共下水道事業等のいずれの特別会計につき

ましても事業運営が大変厳しい時期を迎えており、一般会計と同様に慎重な財政運営を行

う必要があると考えております。特に３つの下水道事業については、令和６年度から公共

下水、農業集落排水の統合と漁業集落排水を含めた公営企業会計の適用により、適切な経

営に努めてまいります。 

 普通会計ベースの財政指標につきましては前年度と比較いたしましてもおおむね良好な

状況ですが、先ほど申し上げましたように、慎重な財政運営を行う必要があることに変わ

りはないと考えております。今後は、より一層の財政基盤の健全化を図りながら、各種施

策の積極的かつ着実な執行に努めてまいります。 

 決算書には、監査委員の意見書、その他主要施策の成果等、政令で定める書類を併せて

提出しております。 

 以上でございます。慎重審議の上、認定いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（信谷俊樹君） これで提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 

 令和５年度の主要施策の成果に関する説明書が添付されていますが、担当課からの説明

を省略することにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議はないようなので、省略させていただきます。 

 続いて、澤田武義代表監査委員から、令和５年度大崎上島町一般会計、特別会計歳入歳

出決算審査意見書について報告を求めます。 

 澤田代表監査、前段にお願いします。 

○代表監査委員（澤田武義君） それでは、令和５年度大崎上島町一般会計、特別会計歳

入歳出決算及び基金運用状況審査意見について報告いたします。 

 報告書の１ページからになりますが、審査の対象、審査の期間、それから審査の方法に
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ついては記載のとおりでございます。 

 審査の結果について、審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収

支に関する調書及び財産に関する調書は、いずれも地方自治法関係法令に定める様式に準

拠して作成され、これらの計数は関係諸帳簿と符合して正確であり、予算の執行は適正で

あると認めた。また、基金の運用状況に関する調書についても計数は正確であり、運用状

況は適切であると認めた。 

 なお、一般会計、特別会計の決算及び基金運用状況の概要は意見書の３ページから６８

ページに記載し、７２ページ以降に審査資料を添付しておりますが、詳細は省略させてい

ただき、６９ページからの「むすび」、そして意見を記載しておりますので、これを簡潔

に読み上げ、報告とさせていただきます。 

 ６９ページでございます。 

 決算の状況についてはるる記載しておりますが、かいつまんでの説明をしますと、令和

５年度の決算の状況は、財政の視点から大まかに表現しますと、歳入において地方交付

税、国庫支出金が大幅に減少した中で、前期繰越金と繰入金の増額で歳入歳出のバランス

を確保した決算となっていると言えます。そして、形式収支、実質収支、単年度収支はい

ずれも前年比で減少しております。 

 また、財政指標では、１を超えるほど財源に余裕があるとされる令和５年度の財政力指

数は０．２９で、前年度と比べて０．０２下回り、また比率が低いほど財政構造に弾力性

があるとされる経常収支比率は９３．８％で、前年度と比べて８．２％上回っておりま

す。当町の財政課題が数字として、あるいは数値として表れ見えてきた今年度の決算であ

ったように思います。今年度以降、それらの推移を注意深く見守っていく必要がありま

す。 

 そういった決算を背景にした意見を申し上げます。 

 令和５年度は、国によるコロナ感染症の位置づけが２類から５類に移行したことに伴

い、社会はコロナ後の社会経済へと大きく転換を始め、また現在は被害をもたらす自然災

害の発生や、暮らしに直結する諸物価が大きく変動する環境の中での１年でした。住民の

日常生活を支え、命と暮らしを守っていく行政の使命を、工夫を重ねながら持ち場の役割

を地道に果たしてこられた皆さんにまずもって心から敬意を表したいと思います。 

 収入未済について、債権確保対策委員会において一体的な取組が進められているところ

でありますが、昨年度に続き、僅かではありますが、増加しております。当期の収入未済
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額は、当町の予算規模に対しても、他市町との比較においても課題であることを再認識

し、現年度滞納の防止、滞納繰越しの回収、滞納整理等手続において一段の取組を要望し

ます。 

 不用額について、今年度は全会計の合計予算現額約１２５億円に対し１１．３億円が不

用額として計上され、予算現額の９．１％を占めています。急増した前年度と同等となっ

ており、改善されていません。様々な事情があるにせよ、適正な予算管理をしているとは

言い難く、緻密な予算管理の実現に具体的な是正措置を講じてください。 

 各種事業の執行について、補助事業、指定管理委託事業等々において、その事業でもく

ろんだ目的や上げるべき成果を得ているか、その成果は導入した費用に見合っているかと

いった事業の効果が確認されないまま継続されている事業が多く見受けられます。事業の

継続、推進に当たっては事業運営の原則に立ち返り、事業プロセスも効率性を求めながら

より確かな成果を上げてください。 

 条例、施行規則等の適用、運用について、条例、施行規則の規定を満たさない運用が見

られます。本来、条例、規則は行政職員の事務の源泉であり、ガイドラインであると同時

に、事業目的をより的確に、安全に実現するための支援措置であることを再認識し、全て

の部署において担当事業に関わる条例、規則を総点検し、不適格部分については是正、改

善を行ってください。 

 大崎上島町は、平成１５年、２００３年の発足からちょうど２０年の節目を迎えまし

た。その間に人口は、発足時の２００３年４月末の人口９，８５９人から今年の４月末の

人口６，８８７人に３０．１％減少しています。予算規模は、２００３年度の１５５億円

から２０２３年度１１４億円に２６．６％縮小しています。当町では、高齢者数がピーク

アウトしつつある一方で、いわゆる過疎化と少子化が進行し、人口減少による影響が様々

な分野で目立つようになりました。今年の決算審査の過程で改めて意識させられたこと

は、公の施設の活用、利用度の低下、地域行事の縮小や減少、児童・生徒、そして幼児の

減少、さらには各種の事業や活動の担い手不足、求人への応募人材の不足等々、人口減少

に起因する事象でした。 

 今後の人口を６，０００人規模、あるいは長期的に５，０００人規模の町としてビジョ

ンするときに、人口９，０００人や８，０００人規模だったかつての時代を振り返り、そ

の時代の需要を財政力で支えて整備されてきた施設や仕組み、各種事業について、現在の

ありようの中に課題を見いだし、それを見直し、改善はもとより統合や廃止を視野に入れ
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たゼロベースでの改革を行い、目指すべき町の形に見合う再構築が必要と思います。 

 今、当町が向き合うべき課題に限りある財政力で取り組んでいくには、前提として従来

の事業に組み込まれている資源、財源等、人材をリリースし、今日の課題対応と未来への

投資として活用していくことが望まれます。住民の命と暮らしを守るという使命を担う行

政として、町が直面する課題に対し、蓄積されてきた知見と対応力、指導力を発揮され、

町の進むべき方向を指し示し、町民と意識を通わせながら財源を含めて計画的な取組を進

められるよう期待します。 

 以上、令和５年度決算審査意見書について、簡単でありますが、報告させていただきま

した。今年度の監査委員は、私と議会選任の浜田幸造氏でした。 

 以上でございます。 

○議長（信谷俊樹君） これで決算意見書の説明を終わります。 

 なお、質疑については事前に通告されるよう通知しておりましたが、通告がありません

でしたので、質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま上程いたしております認定第１号から認定第１１号までを、決算特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査をお願いしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、決算特別委員会を設置し、こ

れに付託します。 

 なお、会期中に審査をお願いすることになっておりますので、申し添えておきます。 

 決算特別委員会の委員の選出については、大崎上島町議会委員会条例第８条第４項の規

定により、渡辺年範議員、森 ルイ議員、森若 厳議員、尾尻康二議員を指名したいと思

います。これにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しました４名を

決算特別委員会委員に選任することに決定しました。 

 なお、委員長に尾尻康二議員、副委員長に森 ルイ議員が決定しています。 

 決算特別委員会の設置が整いましたので、令和５年度歳入歳出決算認定を決算特別委員

会に付託いたします。９月１２日から審査に入っていただきたいと思います。 

 お諮りします。 
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 決算認定の審査のため、９月１２日から１７日間の６日間休会したいと思いますが、ご

異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、９月１２日から９月１７日ま

での６日間を休会することと決定しました。 

 決算特別委員会の皆様にはご苦労さまですが、よろしくお願いいたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて延会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。本日はこれをもって延会とし、次回は９月

１８日９時から再開したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

            午前１０時３５分 延会 


